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前多敬一郎･大蔵 聡 ･川合基之 ･川上真一
嘱乳動物において性腺の活動は下垂体からパル
ス状に分泌される黄体形成ホルモン(LH)によっ
て主に調節されている｡LHのパルスはLH放出
ホルモン(LHRH)のパルスに一対一に対応し
ており,そのパルスを発生する機構がLHRH
pulsegeneratorと呼ばれている6われわれはラッ
トを用いたこれまでの実験からこの機構は視床下
部弓状核あたりに存在する非LHRHニューロン
群であり,正中隆起におけるLHRHニューロン
末端においてそのパルス状放出を制御していると
いう仮説を立てた｡アカゲザルを用いた研究から
霊長類におけるLHRHニューロンの局在はラッ
トとは大きく異なり,その細胞体が視床下部内側
基底部に数多く存在することが明らかとなってい
る｡本研究では,上述の仮説に基づき,正中隆起
におけるLHRHニューロン終末と他のニューロ
ンとの接触を電顕二重免疫染色法により観察し,
ラットとニホンザルを比較しようとした｡
本年度はラットを用い,LHRH及びチロシン
水酸化酵素 (TH)に対する二重免疫染色法の検
討を行うとともに,雌ニホンザル2頭の脳を漕流
尚定したので,以下にその概要を記す.発情周期
中にあるラットから取り出した脳より視床下部を
採取し,4%パラホルムアルデヒドと0.5%グル
タルアルデヒドを含むリン酸緩衝液中で浸冶固定
した.ビプラトー ムにより厚さ50ILmの前額断切
片を正中隆起より得た｡最初にABC法によりL
HRHに対する免疫染色を行い,DABで発色し
た｡この反応物を銀で増感し,さらに金で置換し
た｡その後同一切片についてTHを染色し,樹脂
包埋した後,超薄切片を作成して,電田で観察し
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